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国
民
の
三
大
義
務
の
一
つ
と
い
わ
れ
る
「
納
税
」。

み
な
さ
ん
か
ら
納
め
ら
れ
た
税
金
は
、
市
の
福
祉
や

教
育
、
土
木
事
業
な
ど
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
大
切
な
税
金
が
納
め
ら
れ
な
い
…

つ
ま
り
税
の
滞
納
が
後
を
絶
た
な
い
と
い
う
現
状
が

あ
り
ま
す
。「
税
の
滞
納
」
は
、
市
の
財
政
を
圧
迫
し
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
税
の
滞
納
は
、
納
期
限
内
に
税
金
を
納
付

し
て
い
る
大
多
数
の
納
税
義
務
者
と
公
平
性
を
欠
き

ま
す
。

　

そ
の
た
め
市
で
は
、
滞
納
者
に
対
し
、
財
産
の
差

し
押
さ
え
な
ど
の
滞
納
処
分
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
税
の
滞
納
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て

紹
介
し
ま
す
。 な

く
そ

な
く
そ
うう
！！
税税
のの
滞
納
滞
納

～～
公公
平平
なな
納納
税税
のの
たた
めめ
にに
～～
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財産調査によって差し押さえた物品。

平成29年度差し押さえ実績
　

平
成　

年
度
の
、
市
税
の
滞
納
に
よ

29

る
差
し
押
さ
え
件
数
は
、
前
の
年
よ
り

2
8
5
件
多
い
5
8
6
件
と
な
り
ま
し

た
。
差
し
押
さ
え
金
額
は
、
4
4
1
5

万
6
千
円
（
平
成　

年
5
月
末
現
在
）

29

に
も
上
っ
て
い
ま
す
。

　

自
主
納
付
が
原
則
で
す
が
、
期
限
内

に
納
付
で
き
な
い
納
税
者
に
対
し
て
、

税
の
公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
、
税
務

課
徴
収
対
策
グ
ル
ー
プ
で
は
、
市
税
を

年
度
は
6
0
0
件
近
く

29差
し
押
さ
え
ま
し
た

納
め
て
い
な
い
人
に
対
し
て
の
滞
納
処

分
（
差
し
押
さ
え
な
ど
）
を
強
化
す
る

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
収
納
率
は
、　

・
3
％

85

と
な
っ
て
い
て
、
県
内
最
下
位
で
は
あ

り
ま
す
が
、
平
成　

年
か
ら
比
べ
る
と

24

　

・
1
％
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

19
　

県
内
最
下
位
の
理
由
と
し
て
は
、
国

民
健
康
保
険
税
と
市
県
民
税
は
県
内
2

位
と
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
徴
収
率
と
な
っ

て
お
り
、
固
定
資
産
税
の
大
口
滞
納
が

順
位
を
押
し
下
げ
て
い
る
こ
と
が
要
因

と
な
っ
て
い
ま
す
。

H24

（件）

H25 H26 H27 H28 H290

200

400

600

800

1,000

徴収率 差し押さえ件数

849件849件849件

597件597件597件
446件446件446件 464件464件464件 433件433件433件

586件586件586件

66.2％66.2％66.2％ 67.3％67.3％67.3％
83.7％83.7％83.7％ 84％84％84％ 84.5％84.5％84.5％ 85.3％85.3％85.3％

927

504
676 713

509

794

66.2 67.3 83.7 84 84.5 85.3

849件

597件
446件 464件 433件

586件

66.2％ 67.3％ 83.7％ 84％ 84.5％ 85.3％

927

504
676 713

509

794

66.2 67.3 83.7 84 84.5 85.3

徴収率の推移と差し押さえ件数の推移

滞納整理の流れ

督促状発送

財産調査

差し押さえ

換価

納期限後 20日以内に督促状を発送します。

勤務先、金融機関、生命保険会社、官公庁、取引先などに対し
て財産調査を行います。本人への事前了承は必要ありません。

自主納付がされず、納税相談もない場合は、財産調査で発見し
た滞納者の財産に対し滞納処分を執行します。

差し押さえた金銭債権は取り立て、不動産等は公売により換価
し未納税金に充当します。

＊換価：品物を売却し、お金に換えて未納税金に充てること。

・・・

・・・

・・・

・・・

給与 年金 預貯金 その他
0

2,000,000

4,000,000

6,000,000

8,000,000

10,000,000

12,000,000

14,000,000

16,000,000（円）

合計：44,156,000円

9,091,000円9,091,000円9,091,000円 9,342,000円9,342,000円9,342,000円

13,719,000円13,719,000円13,719,000円
12,004,000円12,004,000円12,004,000円
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税
金
を
納
期
限
ま
で
に
納
め
な
か
っ

た
人
に
は
、
納
期
限
か
ら　

日
以
内
に

20

督
促
状
を
送
付
し
ま
す
。
督
促
状
の
発

送
に
は
手
数
料
が
1
0
0
円
か
か
る
ほ

か
、
そ
れ
と
は
別
に
延
滞
金
が
年
8
・

9
％
の
割
合
で
か
か
っ
て
き
ま
す
。

　

ま
た
、
督
促
状
を
発
送
し
て　

日
を

10

経
過
し
て
も
納
付
さ
れ
な
い
場
合
は
、

「
財
産
（
給
与
、
預
金
、
生
命
保
険
、

不
動
産
な
ど
）
を
差
し
押
さ
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
地
方
税
法
で
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
納
税
に
対
す
る
公
平
性
を

図
る
た
め
、
こ
の
法
律
に
基
づ
き
、
市

税
滞
納
者
に
対
し
て
差
し
押
さ
え
な
ど

の
滞
納
処
分
を
行
っ
て
い
ま
す
。
滞
納

処
分
に
よ
っ
て
財
産
だ
け
で
な
く
社
会

的
信
用
を
失
う
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま

す
の
で
、
納
期
限
内
に
必
ず
納
付
し
ま

し
ょ
う
。

滞
納
は
放
置
す
る
と

不
利
益
に
な
り
ま
す

　

市
で
は
、
滞
納
を
な
く
す
た
め
、
早

い
段
階
で
税
金
の
正
し
い
知
識
や
理
解

を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
市
内
の
小
・
中

学
校
で
毎
年
、
租
税
教
室
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
教
室
は
、
身
近
な
税
金
に

つ
い
て
考
え
、
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
の
大
切
さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、

那
須
烏
山
市
か
ら

滞
納
を
な
く
す
取
り
組
み

差し押さえになった場合に起こること

○勤務先に給料等の照会をし、強制的に税金に充てます。

●給料の一部しか受け取れなくなります。

○タイヤロックを行いインターネット公売等で売却し、税金に充てます。

　

●自動車を使用できなくなり、失うことになります。　

○預貯金口座から強制的に引き出し、税金に充てます。

●預貯金口座からの引き出し、自動振替ができなくなります。　

○生命保険等を強制的に解約し、返戻金を税金に充てます。

●保険金の給付等が受けられなくなります。

　上記のほか、所有する不動産も差し押さえます。
　また、居宅を捜索してテレビや貴金属などの換価できるものを差し押さえます。

　

災
害
や
病
気
、
失
業
な
ど
や
む
を
得

な
い
理
由
で
税
金
を
納
期
限
内
に
納
め

る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
放
置
せ
ず

に
、早
め
に
税
務
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
合　

税
務
課
緯
0
2
8
7－

　
83

－

1
1
1
4

困
っ
た
時
に
は
放
置
せ
ず

ご
相
談
く
だ
さ
い

パ
ネ
ル
を
使
っ
た
ク
イ
ズ
や
D
V
D
の

鑑
賞
な
ど
、
小
・
中
学
生
で
も
分
か
り

や
す
い
よ
う
工
夫
し
て
開
催
し
て
い
る

も
の
で
す
。

　

ま
た
、
仕
事
な
ど
で
忙
し
く
、
市
役

所
に
行
く
こ
と
が
困
難
な
場
合
、
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で　

時
間
い
つ
で

24

も
納
税
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
納

期
限
内
に
納
め
や
す
い
環
境
づ
く
り
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

市内の小・中学校で行われている租税教室市内の小・中学校で行われている租税教室。。
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税務課
課長　水上　和明

税務課長に

インタビュー

からすまる

からすまる

ここなす姫

ここなす姫

ここなす姫

ここなす姫

やまどん

やまどん

Q１．忙しくて市役所に行け
ず、滞納してしまいそうなの
ですが、そういった場合はど
うすればいいのですか？

A１．電話での相談も受け付
けています。先送りにするほ
ど解決が困難になりますの
で、早めにご相談ください。
また、コンビニエンスストア
で24時間いつでも納税するこ
とができます。

Q３．事前の連絡や承諾なしに
財産の差し押さえや財産調査
（勤務先などへの給与照会など）
をするのですか？

Q４．延滞金はいつから発生し
ますか？

A４．税額にもよるので、一概
にいつからと答えるのは難しい
です。例えば10万円の場合、約
2か月で1000円の延滞金がかか
ります。延滞金は、納期限まで
に納めなかったことへの罰則的
な意味合いもあり、銀行などの
金利よりもはるかに高い率で計
算されています。

A３．本人への事前の連絡や承
諾は必要ありません。督促状を
送付して10日が経過しても納税
されない場合、差し押さえしな
ければならず、そのための調査
権限があります。自主納付が原
則ですが、期限内に納付できな
い納税者に対しては、税の公平
性を保つために差し押さえを行
います。

Q２．借金があるためすぐに
払えないのですが後ででも大
丈夫ですか？

A２．憲法30条で納税の義務
が定められています。様々な
事情があると思いますが、税
金は最優先で納めるべきもの
です。

　

私
も
十
数
年
前
、
実
際
に
収
税
の
現

場
で
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
頃

の
滞
納
整
理
は
、
電
話
や
訪
問
と
い
っ

た
方
法
で
滞
納
者
と
接
触
し
、
な
ん
と

か
一
部
納
付
や
分
割
納
付
に
持
ち
込
む

「
お
願
い
の
滞
納
整
理
」
が
主
流
で
し

た
。
今
思
え
ば
、
そ
こ
に
は
守
り
の
姿

勢
で
臨
む
消
極
的
な
姿
が
あ
っ
た
気
が

し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
昨
今
は
ど
こ
の
市
町
村
で

も
、
今
ま
で
の
「
お
願
い
の
滞
納
整
理
」

か
ら
「
法
律
に
基
づ
い
た
滞
納
整
理
」

へ
と
移
行
し
て
い
ま
す
。
法
律
で
は
、

「
督
促
状
を
発
送
し
た
日
か
ら　

日
を

10

経
過
し
た
日
ま
で
に
完
納
し
な
い
場
合

は
財
産
を
差
し
押
さ
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

「
す
る
こ
と
が
で
き
る
」で
は
な
く「
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
の
で
す
。

　

私
た
ち
の
仕
事
は
、
徹
底
し
た
財
産

調
査
、
そ
れ
に
基
づ
く
滞
納
処
分
で
あ

り
、
滞
納
者
と
の
交
渉
事
で
は
な
い
の

で
す
。
以
前
の
滞
納
整
理
が
法
律
に
基

づ
い
て
い
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
の

で
す
が
、
自
主
納
付
を
優
先
し
て
い
た

ば
か
り
に
、
差
し
押
さ
え
を
行
う
ま
で

に
時
間
を
か
け
す
ぎ
て
い
て
、
滞
納
者

を
増
加
さ
せ
る
一
因
と
な
って
い
ま
し
た
。

　

た
だ
、
病
気
や
災
害
な
ど
に
よ
り
納

税
が
困
難
な
人
や
、
や
む
を
得
な
い
理

由
が
あ
る
人
の
場
合
に
は
、
十
分
な
聴

き
取
り
を
し
た
う
え
で
、
納
税
の
猶
予

緩
和
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
相
談

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
大
多
数
の
納
期
内
納
税
者

と
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、
強
い
気
持

ち
を
持
っ
て
滞
納
整
理
を
す
る
と
と
も

に
、
滞
納
整
理
に
対
す
る
職
員
の
意
識

改
革
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、

滞
納
の
芽
は
、
小
さ
い
う
ち
に
摘
み

取
っ
て
い
く
こ
と
が
と
て
も
重
要
で
す

の
で
、
新
規
滞
納
者
を
作
ら
な
い
、
増

や
さ
な
い
を
モ
ッ
ト
ー
に
努
力
し
て
い

き
ま
す
。

ここなす姫が解決！
税の滞納のギモン
からすまるとやまどんが知りたいことがある様子…。
そこで、ここなす姫が教えてくれるそうです。
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　市職員の給与と職員数など、人件費の状況がまとまり
ましたのでお知らせします。
　職員の給与額は、公務員と民間を比較して人事院が毎
年勧告する国家公務員の給与に準じて改定しています。
　今回掲載した内容は、平成30年　月　日現在の「地方4 1
公務員給与実態調査」と「地方公共団体定員管理調査」に
よるものです。
■総務課人事グループ　緯0287－83－1117

市職員給与の
　　あらまし

■人件費の状況（平成29年度普通会計決算）
人件費比率
（B/A）人件費（B）歳出額（A）住民基本台帳

（H30.3.31）

16.0%1,872,300千円11,682,249千円26,977人

（注）人件費には特別職（市長、副市長、教育長）と議員ほか非常勤特
別職の給与報酬を含んでいます。

　　※地方財政状況調査要領に基づく。

（注）　　職員手当には退職手当は含まれません。1
　　　　給与費には、特別職（市長、副市長、教育長）の給与を含ん2

でいます。
　　　　ただし、企業会計である水道事業の給与は含まれていません。

■職員給与費の状況（平成30年度普通会計予算）　（単位：千円）
一人当たり
給与費
（B/A）

給　与　費職員数
（A） 計（Ｂ）期末・勤勉手当職員手当給　料

5,8811,441,247350,109179,906911,232248人

■職員の平均給料月額及び平均年齢の状況 （平成30年　月　日現在）4 1

（注）一般行政職とは、企業会計・特別会計職員、税務職員、保健師、
保育士、教諭、技能労務職員を除いた職種をいいます。

　　市の平均は平成30年4月1日、全国及び栃木県の平均は平成29
年4月1日現在の数値です。

技能労務職一般行政職
区　　分

平均年齢平均給料月額平均年齢平均給料月額

57歳　2月299,100円41歳　0月303,900円那須烏山市

52歳　5月326,437円43歳　1月328,772円全 国 平 均

52歳　5月345,300円43歳　1月336,602円栃木県平均

■経験年数別・学歴別平均給料月額の状況 （一般行政職）　（平成30年　月　日現在）4 1

経験年数20～24年経験年数15～19年経験年数10～14年区　分

366,300円304,100円269,000円大 学 卒

－－208,800円高 校 卒

初　任　給区　分
168,600円大 学 卒
147,100円高 校 卒

■初任給の状況（一般行政職）（平成30年　月　日現在）4 1

■職員数の状況
（各年　月　日現在、平成30年地方公共団体定員管理調査より）4 1

対前年
増減数

職　員　数
区　分

平成30年平成29年
044議 会

一
般
行
政
職

35855総 務
11716税 務
14746民 生
01818衛 生
01616農林水産
099商 工

△ 11213土 木
4181177小 計

△ 24547教　　育
2226224一般会計

△ 112病 院
公
営
企
業
等

066水 道
055下 水 道

△ 101交 通
01111そ の 他

△ 22325小 計
0249249合　　計

（注）
　　この調査の対象か1
ら特別職（市長、
副市長、教育長）
は除きます。

　　条例定数はあくま2
でも那須烏山市職
員定数条例に基づ
く定数になります。

　　増減の主な理由は、3
退職不補充による
減、グループ再編
及び配置異動に伴
う増減です。

（注）
※人事院勧告により、
　支給月の変動あり。

■特別職報酬などの状況（平成30年　月　日現在）4 1

給料月額等区　分

750,000円市 長

610,000円副市長

560,000円教育長

370,000円議 長

300,000円副議長

270,000円議 員

期末手当 　　　
6月期　1.575月
12月期　1.725月
　　計　 　　3.3月

■職員手当の状況 （平成30年　月　日現在）4 1

内　　　　　容手当名内　　　　容手当名
・原則市内の借家等（家
賃12,000円を超える
ものに限る）に対して、
家賃に応じて27,000
円を限度に支給

住居手当・配偶者  疑疑疑6,500円
・子  疑疑疑疑10,000円
・父母等  疑疑疑 6,500円
※満16歳から満22歳まで
の子一人当たり5,000
円の追加

扶養手当

　　　　期末手当　 勤勉手当
  6月期  1.225月     0.90月
12月期  1.375月     0.90月
 　 計　  　 2.6月     1.80月
※職務上の段階、職務
の級等による加算措
置あり

※人事院勧告により、
支給月の変動あり

期末勤勉
手　　当

（片道2㎞以上に限る。）
・交通機関を利用する場
合、運賃の額55,000
円までは全額支給、そ
れを超える場合は支給
単位期間につき55,00
　0円に支給単位期間の
月数を乗じて得た額

・自家用車等を利用する
場合、通勤距離に応じ
て2,000円から31,600
円の範囲で支給

通勤手当

・参事の職：44,300円
・課長の職：37,400円
・主幹の職：27,800円
※職名により定額支給

管 理 職
手　　当
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情
報
公
開
及
び
個
人
情
報
保
護
制
度

平
成　

年
度
の
運
用
状
況

29

■　

件
の
情
報
を
公
開

29
▼情報公開条例による公開請求の状況（H29.4.1〜H30.3.31）

※部分公開とした理由は、個人に関する保護情報、法人に関する保護情報に該当す
る部分があったため。

※不存在・非公開とした理由は、請求のあった情報が存在しなかったため。

不　服
申立て

処　理　状　況
請求
件数担　当　課実施機関 不存在

非公開
部　分
公　開公　開

－0022まちづくり課

市　　長

－02810総 務 課

－0011税 務 課

－1214市 民 課

－0101農 政 課

－0033商 工 観 光 課

－0011都 市 建 設 課

－151622小 計

－0033学 校 教 育 課

教育委員会 －0123生 涯 学 習 課

－0156小 計

－0011議 会 事 務 局監査委員

－162229合　　　　　計

　

8
月　

日
松
、　

日
掌
、
森
田
宿
集
合
セ

25

26

ン
タ
ー
で
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
「
森

田
の
獅
子
舞
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
獅
子
舞
は
、
1
6
0
0
年
頃
、
相
次

い
で
起
こ
っ
た
天
変
地
異
に
よ
る
影
響
を
危

惧
し
た
森
田
領
主
大
田
原
増
清
が
、
弁
財
天

を 
祀 
る
こ
と
で
民
生
の
安
定
と
五
穀
豊

ま
つ

 
穣 
を

じ
ょ
う

祈
願
し
た
の
が
起
源
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
同
セ
ン
タ
ー
に
据
え
ら
れ
た 
御 お

 
仮  
屋 
前
で
雄
2
頭
、
雌
1
頭
の
3
頭
の
獅
子

か
り 
や

が
優
雅
な
笛
の
音
色
に
合
わ
せ
て
舞
を
奉
納
。

途
中
に
は
「
お
か
め
」
や
「
ひ
ょ
っ
と
こ
」

な
ど
の
縁
起
物
が
登
場
し
、
コ
ミ
カ
ル
な
踊

り
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

森
田
獅
子
舞
保
存
会
の
青
木
正
博
会
長
は
、

「
少
子
高
齢
化
に
よ
っ
て
後
継
者
不
足
が
懸

念
さ
れ
る
が
、地
域
の
人
々
と
協
力
し
て
伝
統

を
受
け
継
い
で
い
き
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

■
森
田
の
獅
子
舞

　

8
月　

日
掌
、
下
境
の
稲
積
神
社
で
、
市

26

指
定
無
形
民
俗
文
化
財
「
下
境
佐
々
良
獅
子

舞
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

風
土
安
穏
や
五
穀
豊
穣
を
願
い
、
毎
年
二

百
十
日
の
前
日（
現
：
8
月
の
第
4
日
曜
日
）

に
奉
納
さ
れ
る
も
の
で
、
2
5
0
年
以
上
の

歴
史
が
あ
り
ま
す
。

　

当
日
は
、
地
元
の
小
学
4
年
生
3
人
が
新

舞
子
、
昨
年
舞
っ
た
3
人
が
古
舞
子
と
し
て

登
場
し
、　

通
り
あ
る
獅
子
舞
を
笛
の
音
色

15

に
合
わ
せ
て
披
露
し
ま
し
た
。

　

下
境
佐
々
良
獅
子
舞
保
存
会
の
大
森
勝
会

長
は
、「
後
継
者
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
今

年
は
、
獅
子
舞
に
合
わ
せ
て
吹
く
笛
を
地
元

の
中
学
1
年
生
2
人
が
本
番
に
向
け
て
練
習

し
、
披
露
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
も
、

若
手
を
育
成
し
て
、
伝
統
を
継
承
し
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

■
下
境
佐
々
良
獅
子
舞

森田の獅子舞。

下境佐々良獅子舞。

　

市
で
は
、
公
正
で
開
か
れ
た
市
政
を
推
進
す
る
た
め
に
「
情
報
公
開
条
例
」
に
基
づ
き
、
市
が
持
っ

て
い
る
情
報
（
公
文
書
）
を
皆
さ
ん
か
ら
の
請
求
に
応
じ
て
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
個
人
情
報
を
適
正
に
取
り
扱
う
た
め
に
「
個
人
情
報
保
護
条
例
」
を
設
け
、
こ
れ
に
基
づ

き
市
が
持
っ
て
い
る
個
人
情
報
の
開
示
や
訂
正
、
利
用
の
停
止
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
よ
る
「
情
報
公
開
制
度
」
及
び
「
個
人
情
報
保
護
制
度
」
の
運
用
状
況
に
つ
い
て
は
、

毎
年
1
回
、
そ
の
概
要
を
公
表
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
は
、　

件
の
情
報
公
開
の
請
求
が
あ
り
ま
し
た
。
な
お
、
個
人
情
報
に
関
す
る
開
示

29

29

請
求
、
訂
正
請
求
及
び
利
用
停
止
請
求
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

■
問
合　

総
務
課
行
政
グ
ル
ー
プ　

緯
0
2
8
7－

　

－

1
1
1
7

83

受け継がれる
　　　伝統芸能 森田と下境で獅子が舞う
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小
・
中
学
校
と
も
、
国
語
の
漢
字
や

言
葉
の
使
い
方
、
算
数
（
数
学
）
の
計

算
問
題
な
ど
基
礎
的
な
内
容
に
つ
い
て

は
、
高
い
正
答
率
で
し
た
。
答
え
を
文

章
で
記
述
す
る
問
題
に
対
し
て
も
、
県

や
全
国
の
平
均
正
答
率
を
上
回
り
、
自

分
の
考
え
を
ま
と
め
て
書
く
こ
と
が
で

き
た
児
童
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力

な
ど
活
用
力
に
関
す
る
内
容
に
つ
い
て

は
、
一
部
課
題
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

各
学
校
に
お
い
て
は
、
自
校
の
結
果

を
細
か
く
分
析
し
、
学
力
向
上
を
目
指

し
て
課
題
克
服
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

学
習
状
況
調
査
の

結
果

　

学
力
調
査
と
合
わ
せ
て
、
生
活
習
慣

や
授
業
へ
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て

の
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

質
問
紙
調
査
の
た
め
、「
し
て
い
る
」

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
し
て
い
る
」
を

肯
定
的
な
回
答
と
し
て
集
計
し
、
全
国

　

4
月　

日
昇
に
、
文
部
科
学
省
に
よ
る
小
学
6
年
生
、
中
学
3

17

年
生
を
対
象
と
し
た
「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
と
、
県
教

育
委
員
会
に
よ
る
小
学
4
・
5
年
生
、
中
学
2
年
生
を
対
象
と
し

た
「
と
ち
ぎ
っ
子
学
習
状
況
調
査
」
が
行
わ
れ
、
本
市
の
小
・
中

学
校
も
参
加
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
調
査
は
、
児
童
・
生
徒
の
学

力
や
学
習
状
況
を
把
握
し
、
指
導
や
学
習
状
況
へ
の
改
善
な
ど
に

役
立
て
る
た
め
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
は
、
国
語
と
算
数
（
数
学
）、
理
科

の
3
教
科
で
、
国
語
と
算
数
（
数
学
）
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ

A
問
題
（
主
と
し
て
「
知
識
」
に
関
す
る
問
題
）
と
B
問
題
（
主

と
し
て
「
活
用
」
に
関
す
る
問
題
）
に
分
け
て
出
題
さ
れ
ま
し
た
。

理
科
に
つ
い
て
は
、
3
年
に
1
度
実
施
さ
れ
、「
知
識
」
に
関
す
る

問
題
と
「
活
用
」
に
関
す
る
問
題
が
一
体
的
に
出
題
さ
れ
ま
し
た
。

　

と
ち
ぎ
っ
子
学
習
状
況
調
査
は
、
小
学
校
は
国
語
・
算
数
・
理

科
の
3
教
科
、
中
学
校
は
国
語
・
社
会
・
数
学
・
理
科
・
英
語
の

5
教
科
で
、
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能
お
よ
び
思
考
力
・

判
断
力
・
表
現
力
等
に
関
わ
る
内
容
が
出
題
さ
れ
ま
し
た
。

　

学
習
状
況
調
査
に
つ
い
て
は
、
児
童
・
生
徒
に
生
活
習
慣
や
授

業
へ
の
取
り
組
み
な
ど
を
質
問
紙
に
よ
っ
て
尋
ね
る
方
法
で
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
調
査
の
結
果
は
学
力
の
特
定
の
一
部
分
で
す
。

こ
の
結
果
か
ら
読
み
取
れ
る
傾
向
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〜
結
果
か
ら
読
み
取
れ
る
傾
向
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
〜

　

市
の
児
童
・
生
徒
の
状
況
に
つ
い
て

は
、
全
国
ま
た
は
県
の
平
均
正
答
率

（
％
）
と
比
較
し
た
ポ
イ
ン
ト
（
P
）

の
差
で
、
次
の
よ
う
な
記
号
で
表
す
こ

と
に
し
ま
す
。
学
力
調
査
の
結
果
は
、

左
ペ
ー
ジ
表
の
と
お
り
で
す
。

学
力
調
査
の
結
果

　

本
市
の
両
調
査
の
成
績
は
、
表
の
よ

う
に
全
国
や
県
の
結
果
と
比
較
す
る
と
、

小
学
校
に
つ
い
て
は
「
や
や
ま
た
は
大

き
く
上
回
り
」、
中
学
校
に
つ
い
て
は

「
同
程
度
ま
た
は
や
や
下
回
る
」
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

や
県
の
結
果
と
比
較
す
る
こ
と
で
、

本
市
の
児
童
・
生
徒
の
状
況
を
分
析

し
ま
し
た
。

▼
授
業
の
様
子

・
学
習
が
「
将
来
、
社
会
に
出
た
と

き
に
役
に
立
つ
」
と
考
え
、
自
分
か

ら
進
ん
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

・
学
級
の
友
達
と
の
間
で
話
し
合
う

活
動
を
通
じ
て
、
自
分
の
考
え
を
深

め
た
り
、
広
げ
た
り
す
る
こ
と
が
で

き
て
い
る
。

・
難
し
い
問
題
に
出
会
う
と
、
や
る

◎
：
大
き
く
上
回
っ
て
い
る

　
 
→
プ
ラ
ス　

P
以
上

5.0

○
：
や
や
上
回
っ
て
い
る

　
 
→
0
か
ら
プ
ラ
ス　

P
4.9

△
：
や
や
下
回
っ
て
い
る

　
 
→
マ
イ
ナ
ス　

か
ら
マ
イ
ナ
ス　

P

0.1

4.9

▲
：
大
き
く
下
回
っ
て
い
る

　
 
→
マ
イ
ナ
ス　

P
以
下

5.0

那
須
烏
山
市
の

児
童
・
生
徒
の
学
力
調
査
結
果
報
告
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〜
学
力
調
査
と
学
習
状
況
調
査
の
相
関

か
ら
〜

○
学
校
の
決
ま
り
を
守
っ
て
い
る
と
回

答
し
た
児
童
・
生
徒
ほ
ど
、
平
均
正
答

2
つ
の
調
査
結
果
か
ら

分
か
る
こ
と

き
合
い
方
の
約
束
を
決
め
て
お
く
こ

と
が
大
切
で
す
。◇

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
小
・
中
学

校
に
お
い
て
教
職
員
の
授
業
力
向
上

を
目
指
し
、「
ス
ー
パ
ー
テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
育
成
事
業
」
を
実
施
し
、
学

力
向
上
の
た
め
の
研
修
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
学
力
向
上
の
基
盤
と

な
る
学
習
意
欲
の
向
上
や
休
日
の
学

習
習
慣
の
確
立
を
目
指
し
、「
サ
タ

デ
ー
ス
ク
ー
ル
事
業
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
各
学

校
と
連
携
し
て
指
導
の
改
善
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

■
問
合　

学
校
教
育
課
緯
0
2
8
7

−

　

−

6
2
2
2

88

教職員の授業力向上を目指教職員の授業力向上を目指すす
「「スーパーティーチャー育成事業」スーパーティーチャー育成事業」。。

サタデースクールの授業風景サタデースクールの授業風景。。

■全国学力・学習状況調査
〈小学　年生〉  （％）6

理科算数B算数A国語B国語A

60.351.563.554.770.7全　　　国

○○○○○那須烏山市

〈中学　年生〉  （％）3
理科数学B数学A国語B国語A

66.146.966.161.276.1全　　　国

△△△△△那須烏山市

■とちぎっ子学習状況調査
〈小学　年生〉  （％）4

理　科算　数国　語

66.969.164.3栃　木　県

○○　◎那須烏山市

〈中学　年生〉  （％）2
英　語理　科数　学社　会国　語

51.647.052.355.168.4栃　木　県

○△△△△那須烏山市

〈小学　年生〉  （％）5
理　科算　数国　語

61.061.661.0栃　木　県

　◎　◎　◎那須烏山市

率
が
高
い
。

○
家
で
、
自
分
で
計
画
を
立
て
て
勉
強

（
宿
題
・
予
習
・
復
習
）
を
し
て
い
る
児

童
・
生
徒
ほ
ど
、
平
均
正
答
率
が
高
い
。

○
家
の
人
と
学
校
の
出
来
事
や
将
来
の

こ
と
に
つ
い
て
話
を
す
る
児
童
・
生
徒

ほ
ど
、
平
均
正
答
率
が
高
い
。

●
平
日
に
、
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、

携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
通
話

や
メ
ー
ル
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
し
た

り
す
る
時
間
が
長
い
生
徒
ほ
ど
、
教
科

の
平
均
正
答
率
が
低
い
傾
向
に
あ
る
。

◇

　

規
則
正
し
い
生
活
を
し
た
り
、
家
族

と
出
来
事
や
夢
を
話
し
合
っ
た
り
す
る

こ
と
は
、
学
ぶ
意
欲
の
基
礎
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
学
習
時
間
の
確
保
の
た
め

に
も
、
家
庭
で
情
報
メ
デ
ィ
ア
と
の
付

気
が
出
る
と
回
答
し
た
児
童
・
生
徒
が

少
な
い
。

▼
家
庭
学
習
へ
の
取
り
組
み
の
様
子

・
ほ
と
ん
ど
の
児
童
・
生
徒
が
、
家
で

学
校
の
宿
題
を
し
て
お
り
、
決
ま
っ
た

時
刻
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

・
自
分
で
計
画
を
立
て
て
、
宿
題
の
他

に
自
分
で
考
え
た
勉
強
を
し
て
い
る
児

童
が
多
い
。

▼
生
活
習
慣
、
家
庭
、
地
域
社
会
と
の

関
わ
り

・
朝
食
を
毎
日
食
べ
た
り
、
同
じ
く
ら

い
の
時
刻
に
起
き
た
り
、
規
則
正
し
い

生
活
を
送
っ
て
い
る
児
童
・
生
徒
が
多

い
。

・
住
ん
で
い
る
地
域
の
行
事
に
進
ん
で

参
加
し
て
い
る
。

・
家
の
人
と
将
来
の
こ
と
に
つ
い
て
話

す
こ
と
が
少
な
い
。

・
平
日
に
、
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、

携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
通
話

や
メ
ー
ル
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を

し
た
り
す
る
時
間
が
長
い
児
童
・
生
徒

が
多
い
。
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市
で
は
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

が
市
議
会
の
仕
組
み
や
、
市
の
施
策
な

ど
に
実
際
に
触
れ
る
こ
と
で
、
ま
ち
づ

く
り
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
、

8
月
3
日
晶
、
市
議
会
議
場
で
「
第　
10

回
子
ど
も
議
会
」
を
開
き
ま
し
た
。

　

議
会
で
は
、
市
内
の
小
・
中
学
校
の

児
童
・
生
徒　

人
が
子
ど
も
議
員
と
し

14

て
登
壇
し
、
川
俣
純
子
市
長
を
は
じ
め

と
し
た
市
執
行
部
に
対
し
、
子
ど
も
な

ら
で
は
の
質
問
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
ま

た
、
中
学
生
2
人
が
交
代
で
議
長
を
体

験
し
、
議
事
を
進
行
し
ま
し
た
。

　

議
長
席
に
座
っ
た
烏
山
中
3
年
の
後

藤
春
妃
さ
ん
（
南
1
丁
目
）
は
、「
他
の

子
ど
も
議
員
の
質
問
を
聞
い
て
、
私
が

気
付
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
市
の
問

題
点
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
市
長
か

ら
の
答
弁
を
聞
き
、
市
の
た
め
に
自
分

が
で
き
る
こ
と
も
考
え
る
こ
と
が
で
き

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
と
質
問
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。（
敬
称
略
・
質
問
順
）

人
の
児
童
・
生
徒
が
議
員
を
体
験

14一
般
質
問
で
市
政
に
提
言

子どもならではの質問が行われた議会子どもならではの質問が行われた議会。。

子
ど
も
議
会
開
催
！

■
烏
山
中
3
年　

西
本
嘉
樹

　

自
動
車
の
運
転
免
許
を
保
持
し
て
い
な
い

人
や
観
光
客
へ
向
け
て
、
烏
山
線
が
通
っ
て

い
な
い
時
間
帯
や
バ
ス
の
本
数
が
少
な
い
地

域
で
手
軽
に
使
え
る
市
営
バ
ス
や
移
動
販
売

の
店
を
増
や
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

■
烏
山
小
6
年　

中
村
由
梛

　

烏
山
線
の
運
行
本
数
の
増
加
に
つ
い
て
利

用
者
が
多
い
朝
と
夕
方
の
時
間
帯
の
本
数
を

　

分
に
1
本
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

30■
境
小
6
年　

生
魚
祐
晴

　

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
旧
烏
山

地
区
に
も
市
民
プ
ー
ル
を
整
備
す
る
こ
と
で
、

た
く
さ
ん
の
人
が
今
よ
り
も
利
用
し
や
す
く

な
り
、
生
涯
を
通
し
た
運
動
習
慣
づ
く
り
に

役
立
つ
の
で
は
な
い
か
。

■
南
那
須
中
3
年　

平
山
鈴
奈

　

中
学
生
や
高
校
生
が
登
下
校
に
利
用
す
る

道
路
に
街
灯
を
増
や
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

ま
た
、
市
で
は
道
路
の
安
全
確
保
の
た
め
に

整
備
を
進
め
る
計
画
は
あ
る
か
。

■
江
川
小
6
年　

黒
尾
優
月

　

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
空
き
家
の
増
加

に
対
し
て
、
市
内
に
は
心
配
さ
れ
る
空
き
家

は
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か
。
ま
た
、
空
き
家

が
増
え
る
こ
と
で
ど
の
よ
う
な
問
題
に
つ
な

市長からの答弁に耳を傾ける児童市長からの答弁に耳を傾ける児童。。

が
り
、
市
と
し
て
ど
ん
な
対
応
を
し
て
い
る

か
。

■
荒
川
小
6
年　

尼
﨑
夏
希

　

高
齢
者
や
体
の
不
自
由
な
人
に
対
し
て
、

福
祉
タ
ク
シ
ー
な
ど
を
充
実
さ
せ
た
り
、

ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
と
協
力
す
る
こ
と
で

生
活
に
必
要
な
も
の
を
宅
配
す
る
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

■
烏
山
中
3
年　

後
藤
春
妃

　

市
内
の
病
院
に
最
先
端
な
医
療
技
術
を
導

入
す
る
こ
と
で
、
患
者
が
市
外
や
県
外
の
病

院
に
行
か
な
く
て
も
最
先
端
の
医
療
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

■
南
那
須
中
3
年　

塩
田
佳
織

　

市
内
へ
の
定
住
者
を
増
や
す
た
め
に
、
市

が
ま
ち
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

は
あ
る
か
。
ま
た
、
今
後
、
工
業
団
地
の
よ

う
な
働
け
る
場
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
な

ど
商
業
施
設
を
誘
致
す
る
計
画
は
あ
る
か
。

■
烏
山
小
6
年　

大
谷
凌
世

　

登
下
校
中
に
歩
道
が
狭
く
、
車
道
を
歩
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。
事
故

防
止
の
た
め
に
も
、
電
柱
を
地
中
に
埋
め
る

な
ど
し
て
歩
道
を
広
く
で
き
な
い
か
。

■
七
合
小
6
年　

星
佳
汰

　

子
ど
も
や
大
人
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
さ
ら

に
盛
ん
に
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
政
策
を

し
て
い
る
か
。
ま
た
、
市
内
の
施
設
や
運
動

場
を
利
用
す
る
う
え
で
、
ど
の
よ
う
な
決
ま

り
や
基
準
が
あ
る
か
。

■
烏
山
中
3
年　

田
邊
優
登

　

空
き
店
舗
を
利
用
し
、
観
光
客
が
土
産
品

を
買
っ
た
り
、
食
事
を
し
た
り
す
る
場
所
に
整

備
し
た
ら
ど
う
か
。そ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
市

が
活
性
化
し
、
元
気
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

■
荒
川
小
6
年　

石
川
陽
菜

　

い
か
ん
べ
祭
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
人
が

た
く
さ
ん
い
る
の
に
、
な
ぜ
開
催
し
な
い
の

か
。
今
後
も
開
催
す
る
こ
と
は
な
い
の
か
。

■
烏
山
小
6
年　

小
林
来
陽

　

S
N
S
な
ど
を
通
じ
て
山
あ
げ
祭
の
良
さ

を
世
界
に
発
信
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
観
光

客
を
獲
得
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。
ま
た
、

外
国
人
観
光
客
に
と
っ
て
優
し
い
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
に
市
で
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
し
て
い
る
か
。

■
南
那
須
中
3
年　

田
中
慶
瑛

　

那
須
烏
山
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
に
つ
い
て
、

児
童
・
生
徒
が
ジ
オ
パ
ー
ク
を
含
め
た
郷
土

を
学
習
す
る
施
設
の
建
設
や
、
市
を
訪
れ
る

人
々
を
増
や
す
た
め
の
P
R
の
た
め
に
、
市

で
は
ど
の
よ
う
な
計
画
を
し
て
い
る
か
。
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　今月号では、介護の現場で働く「ケアマネジャー」に
ついて紹介します。

シリーズ Part　5在宅医療のあれこれ

■ケアマネジャーとは？

　ケアマネジャー（介護支援専門員）は、介護に関する
専門職です。役割を一言でいうと、介護が必要な人と介
護保険サービスなどをつなぐパイプ役です。
　介護が必要な人や家族の要望を聞き、その人に合った
介護保険サービスの利用計画書（ケアプラン）を提供し、
その人らしい自立した暮らしが送れるようお手伝いをし
ています。

■ケアマネジャーを選ぶには？

　南那須地区介護支援専門員連絡協議会には、那須烏山
市と那珂川町の居宅介護支援事業所施設のケアマネ
ジャー69人が所属しています。ケアプラン、ケアマネ
ジャーの質の向上を目指し研修会を実施しているほか、
医療や福祉等関係機関との連携も行っています。
　現在、ケアマネジャーが所属している居宅介護支援事
業所は各市町10か所ほどあります。全員が法定研修を

受講し、ケアマネジャーとしての役割を果たすため積極
的に専門性向上に努めています。
　介護が必要になったときは、居宅介護支援事業所一覧
（市健康福祉課に備えてあります）を参考に、お近くに
ある事業所などに相談してください。ケアマネジャーは
本人・家族が自由に選ぶことができます。

　とにかく介護は頑張りすぎないことが重要です。一生
懸命になりすぎて、追い詰められてしまうご家族も多い
現状です。上手くサービスを利用して、自分の時間を作
ることも大切です。
　まずは、気軽にご相
談ください。ケアマネ
ジャーは地域住民の皆
さんが住み慣れた地域
で介護を受けて良かっ
たと思えるように支援
していきます。

南那須地区介護支援専門員連絡協議会

■市民のみなさまへ

【栄養成分表示ってなに？】
　容器包装された加工食品などには、エネルギー、たん
ぱく質、脂質、炭水化物、ナトリウム（食塩相当量）な
どの栄養成分の含有量が表示されています。栄養成分表
示を活用して、摂取不足や摂取過多を防ぎましょう。
【まずは　日に必要なエネルギー量をチェック！】1

【　日に必要な栄養素の量は？】1
　以下の計算式を参考に、自分に必要な栄養素の量を計
算してみましょう。計算した目標量を目安に、日々の食
生活改善に活用しましょう。

消費者コラム⑱ 消費者ほっと樺らいふナビ 知っておきたい食品の表示②

70歳以上50～69歳18～49歳身体活動
レベル

1,8502,1002,300低　い
2,2002,4502,650ふつう
2,5002,8003,050高　い

男性　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：kcal）

エネルギー量×（13～20%）÷　＝目標量g4たんぱく質
エネルギー量×（20～30%）÷　＝目標量g9脂　　質
エネルギー量×（50～65%）÷　＝目標量g4炭水化物
男性　.　g未満、女性　.　g未満80 70食塩相当量

　必ず表示される　項目以5
外に、次のような栄養成分
の表示も参考にしましょう。

栄養成分表示
（100g当たり）

354kcalエネルギー
6.5gたんぱく質
19.1g脂質
3.4g　飽和脂肪酸
49.1g炭水化物
29.1g　糖質
20.0g　食物繊維
1.8g食塩相当量

290mgビタミンＣ
110mgカルシウム

過剰な摂取は生活習慣病の
リスクを高くすることを示
唆されています。

食物繊維の摂取不足は、生
活習慣病の発症に関連する
と報告されています。

ビタミンやミネラルは、体
の機能を維持するために不
可欠です。

那須烏山市消費生活センター　緯0287−83−1014

※身体活動レベル
　低い…　日のうち座っていることがほとんど1
　ふつう…座っているのが中心だが、歩行・軽いスポーツなどを行う
　高い…立っていることが多い仕事又は活発な運動を行っている

女性　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：kcal）

70歳以上50～69歳30～49歳18～29歳身体活動
レベル

1,5001,6501,7501,650低　い
1,7501,9002,0001,950ふつう
2,0002,2002,3002,200高　い
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●
南
那
須
中
3
年　

角
田
光
規

　

こ
れ
ま
で
広
島
の
原
爆
投
下
と
い
う

悲
惨
な
出
来
事
に
つ
い
て
知
る
機
会
が

少
な
く
、
授
業
で
習
う
最
低
限
度
の
こ

と
し
か
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
広

島
に
行
き
、
戦
争
の
残
酷
さ
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
3
日
間
で
、
平
和

や
核
な
ど
を
考
え
直
す
こ
と
が
で
き
、

こ
れ
か
ら
私
た
ち
は
、
核
の
不
要
性
を

い
つ
ま
で
も
忘
れ
ず
、
大
人
に
な
っ
て

も
伝
え
て
い
く
こ
と
が
、
核
兵
器
廃
絶

の
近
道
で
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。
私
は

ま
だ
子
ど
も
で
す
が
、
原
爆
の
悲
惨
さ

を
多
く
の
人
々
に
伝
え
、
と
も
に
平
和

を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
南
那
須
中
3
年　

和
久
大
晃

　

原
爆
ド
ー
ム
や
平
和
記
念
資
料
館
を

見
学
し
て
、
原
爆
ド
ー
ム
が
最
も
印
象

に
残
り
ま
し
た
。
原
爆
ド
ー
ム
は
、
原

爆
の
被
害
を
受
け
て
、
一
部
の
柱
と
レ

ン
ガ
し
か
残
っ
て
お
ら
ず
、
戦
争
や
原

爆
の
恐
怖
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

僕
は
、
1
9
4
5
年
8
月
6
日
午
前
8

時　

分
の
出
来
事
を
も
う
二
度
と
起
こ

15
し
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
戦

争
や
原
爆
の
恐
怖
を
た
く
さ
ん
の
人
に

伝
え
、
今
回
の
派
遣
事
業
で
学
ん
だ
こ

と
を
こ
れ
か
ら
の
生
活
に
生
か
し
、
生

活
を
よ
り
充
実
し
た
も
の
に
し
て
い
き

た
い
で
す
。

●
南
那
須
中
3
年　

多
賀
優
真

　

当
時
被
害
に
あ
っ
た
人
々
に
は
、
何

の
罪
も
な
い
の
に
突
然
原
爆
が
落
ち
て

き
て
、
限
り
あ
る
1
つ
の
命
が
奪
わ
れ

た
こ
と
に
対
し
、
私
は
「
悲
劇
」
だ
と

思
い
ま
し
た
。「
平
和
」
は
、
誰
も
が
願

う
こ
と
で
あ
り
、
早
く
そ
う
な
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
戦
争
は
悲
し
み
し

か
生
み
ま
せ
ん
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

が
「
平
和
」
を
望
め
ば
少
な
か
ら
ず
、

「
平
和
」
へ
と
近
づ
く
と
思
い
ま
す
。

過
去
の
過
ち
を
二
度
と
起
こ
す
こ
と
の

戦
争
の
悲
惨
さ
や
平
和
の
尊
さ
を
学
ぶ

広
島
平
和
記
念
式
典
に
中
学
生　

人
が
参
列

12

　

市
で
は
、
8
月
5
日
掌
か
ら
7
日
昇
に
か
け
て
、
市
内
2
中
学
校　

人
の
生
徒
を
派
遣
団
と
し

12

て
広
島
県
広
島
市
に
送
り
、
中
学
生
ら
は
、「
広
島
市
原
爆
死
没
者
慰
霊
式
並
び
に
平
和
祈
念
式
」

に
参
列
し
ま
し
た
。
派
遣
事
業
は
、
将
来
を
担
う
中
学
生
に
戦
争
の
悲
惨
さ
や
平
和
の
尊
さ
を
自

ら
の
目
で
見
て
も
ら
お
う
と
平
成　

年
度
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
、
派
遣
先
で
は
、
式
典
に
参
列

25

し
た
ほ
か
、
平
和
記
念
公
園
や
平
和
記
念
資
料
館
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

派
遣
を
と
お
し
て
、
感
じ
た
こ
と
や
平
和
へ
の
願
い
、
こ
れ
か
ら
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を

ま
と
め
た
報
告
書
か
ら
一
部
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
、
順
不
同
）

な
い
よ
う
、
全
世
界
の
人
々
が
協
力
し

合
い
、
共
生
し
「
平
和
」
な
世
界
を
築

き
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

●
南
那
須
中
3
年　

佐
藤
杏
純

　

普
段
、
教
科
書
や
テ
レ
ビ
で
し
か
見

た
こ
と
が
な
か
っ
た
場
所
に
行
っ
て
戦

争
の
悲
惨
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
平
和
記
念
資
料
館
で
、
真
っ
黒

に
な
っ
た
三
輪
車
や
血
の
つ
い
た
洋
服
を

見
て
改
め
て
戦
争
と
原
爆
の
恐
ろ
し
さ

を
感
じ
、
言
葉
を
失
い
ま
し
た
。派
遣
を

と
お
し
て
、
そ
の
場
所
に
行
か
な
け
れ

ば
感
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
悲
惨
さ
や

恐
怖
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。戦

争
の
な
い
世
界
、
核
兵
器
の
な
い
世
界
を

作
る
た
め
に
、
今
回
経
験
し
た
こ
と
を

生
か
し
て
、
こ
れ
か
ら
多
く
の
人
々
に
伝

え
、
平
和
を
願
い
続
け
て
い
き
ま
す
。

●
南
那
須
中
3
年　

林
田
夏
波

　

初
め
て
式
典
に
参
列
し
、
た
く
さ
ん

の
人
が
平
和
を
願
っ
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
式
典
に
は
、
日
本
人
だ

け
で
な
く
、
た
く
さ
ん
の
外
国
の
人
が

い
た
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
同
時
に
、

た
く
さ
ん
の
外
国
の
人
が
興
味
を
持
っ

て
く
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

広
島
で
起
こ
っ
た
出
来
事
を
日
本
人
だ

け
で
な
く
外
国
の
人
に
も
知
っ
て
も
ら

い
、
参
列
し
た
人
全
員
が
平
和
を
願
う

こ
と
で
、
平
和
に
な
っ
て
い
く
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
私
は
、
今
回
感

じ
た
こ
と
を
忘
れ
ず
、
た
く
さ
ん
の
人

に
伝
え
て
い
け
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

●
烏
山
中
3
年　

鈴
木
零
央

　
「
世
の
中
は
『
平
和
』
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」。
こ
の
考
え
は
当
た
り
前
の

よ
う
に
社
会
に
根
づ
い
て
い
ま
す
。
し

か
し
そ
れ
を
行
動
に
移
す
こ
と
は
難
し

い
の
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
一
人
ひ
と

り
が
考
え
、
そ
の
上
で
行
動
に
移
す
べ

き
だ
と
思
い
ま
す
。「
平
和
」
と
は
「
一

人
ひ
と
り
に
明
る
い
希
望
・
未
来
が
あ

る
こ
と
」
だ
と
思
い
ま
す
。
僕
は
社
会

を
平
和
に
近
づ
け
る
た
め
に
人
を
感
動

さ
せ
た
り
、
喜
ば
せ
た
り
す
る
職
業
に

就
き
た
い
で
す
。
自
分
一
人
の
力
で
近

づ
け
る
の
は
難
し
い
で
す
が
、
小
さ
な

行
動
が
や
が
て
「
平
和
」
な
社
会
を
創

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

●
烏
山
中
3
年　

田
邊
晴
夏

　

広
島
に
行
く
ま
で
、
こ
の
当
た
り
前

の
日
常
が
普
通
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
原
爆
ド
ー
ム
や
資
料
館
を
見

学
し
、
戦
争
や
原
爆
の
恐
ろ
し
さ
を
い

や
と
い
う
ほ
ど
痛
感
し
ま
し
た
。
原
爆

が
投
下
さ
れ
る
前
、
広
島
に
は
美
し
い

自
然
、
人
々
の
優
し
い
笑
顔
、
温
も
り

が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

一
緒
に
創
る
は
ず
だ
っ
た
未
来
を
奪
っ

た
原
爆
。
計
り
知
れ
な
い
恐
怖
や
悲
し

さ
を
身
を
も
っ
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
先
も
原
爆
の
す
さ

ま
じ
さ
、
恐
怖
、
悲
惨
さ
を
風
化
さ
せ

な
い
よ
う
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。

●
烏
山
中
3
年　

大
沼
佳
人

　

原
子
爆
弾
は
多
く
の
罪
の
な
い
人
々

の
命
を
奪
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
罪
の

な
い
人
々
の
命
を
奪
っ
た
の
は
原
子
爆

弾
だ
け
で
な
く
戦
争
そ
の
も
の
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。
お
互
い
の
正
義
が
ぶ
つ

か
り
、
対
立
し
た
と
き
に
、
も
し
戦
争

と
な
っ
て
し
ま
う
な
ら
ば
、
そ
れ
は
被

爆
者
や
平
和
を
願
う
人
々
の
思
い
を
無

視
し
、
今
ま
で
の
努
力
を
全
て
無
駄
に

す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
こ 広島派遣に参加した12人の中学生。
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J
A
な
す
南
で
は
、
8
月
7
日
昇
、

中
山
か
ぼ
ち
ゃ
の
出
荷
が
ピ
ー
ク
を
迎

え
た
こ
と
に
伴
い
、
荒
井
節
組
合
長
と

中
山
か
ぼ
ち
ゃ
部
会
の
佐
藤
正
宏
部
会

長
が
市
役
所
烏
山
庁
舎
を
訪
問
し
、
川

俣
純
子
市
長
に
か
ぼ
ち
ゃ
を
贈
呈
し
ま

し
た
。

　

中
山
か
ぼ
ち
ゃ
は
、
皮
が
非
常
に
薄

く
、
果
肉
は
濃
い
オ
レ
ン
ジ
色
で
き
め

細
や
か
で
、
ほ
く
ほ
く
と
し
た
食
感
が

特
徴
で
す
。
栽
培
が
難
し
く
、
出
荷
期

間
が
1
か
月
半
と
い
う
短
さ
か
ら
「
幻

の
か
ぼ
ち
ゃ
」
と
し
て
一
部
の
地
域
で

報
告
に
訪
れ
た
J
A
な
す
南
の

荒
井
組
合
長
（
右
）
と
佐
藤
部
会
長
（
左
）。

今
年
の
出
来
を
報
告 
中
山
か
ぼ
ち
ゃ
贈
呈
式

と
は
絶
対
に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
思

う
の
で
、
し
っ
か
り
と
伝
え
る
人
に
僕

は
な
り
ま
す
。

●
烏
山
中
3
年　

津
﨑
日
和

　
「
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
」。
今
日
ま

で
、
戦
争
に
関
す
る
本
や
映
画
に
触
れ

て
き
ま
し
た
が
、
実
際
に
目
の
当
た
り

に
し
た
私
は
、
今
ま
で
に
な
い
衝
撃
を

受
け
ま
し
た
。
目
に
飛
び
込
ん
で
く
る
、

あ
の
日
の
悲
惨
で
無
残
な
光
景
。
亡
く

な
っ
た
人
々
の
無
念
の
思
い
が
胸
に
届

く
よ
う
で
し
た
。「
も
う
二
度
と
、
同

じ
あ
や
ま
ち
を
繰
り
返
し
て
は
い
け
な

い
」。
そ
の
言
葉
は
、
私
の
強
い
信
念

と
な
り
ま
し
た
。　

年
前
の
生
々
し
さ

73

が
未
だ
に
伝
わ
る
被
爆
地
。
平
和
記
念

公
園
は
そ
の
す
べ
て
を
知
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
被
爆
者
の
思
い
を
伝
え
る

伝
承
者
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

●
烏
山
中
3
年　

山
田
桃
香

　

平
和
記
念
式
典
で
1
番
心
に
残
っ
た

こ
と
は
、
小
学
6
年
生
2
人
に
よ
る

「
平
和
へ
の
誓
い
」
で
す
。
熱
く
、
切

な
く
、
そ
し
て
強
い
思
い
が
小
さ
な
体

か
ら
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。「
平
和
の

誓
い
」
で
は
、
最
後
に
「　

年
前
の
事

73

実
を
、
被
爆
者
の
思
い
を
、
私
た
ち
が

学
ん
で
、
心
に
感
じ
た
こ
と
を
伝
え
る

伝
承
者
に
な
り
ま
す
」
と
い
う
言
葉
が

あ
り
ま
し
た
。
被
爆
者
の
平
均
年
齢
は

　

歳
を
超
え
て
い
ま
す
。
次
の
世
代
へ

80伝
え
る
の
は
私
た
ち
の
番
だ
と
改
め
て

強
く
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

●
烏
山
中
3
年　

小
森
稜
太

　

川
を
挟
ん
だ
向
こ
う
側
に
見
え
る
原

爆
ド
ー
ム
。
僕
の
目
に
は
と
て
も
痛
々

し
く
映
り
ま
し
た
。
ガ
イ
ド
の
「
一
つ

の
爆
弾
が
、
当
時
お
よ
そ　

万
人
い
た

35

人
口
の
う
ち　

万
人
も
の
命
を
奪
っ

14

た
」
と
い
う
話
が
、
強
く
記
憶
に
残
っ

て
い
ま
す
。
自
分
一
人
の
力
だ
け
で
世

界
か
ら
戦
争
や
紛
争
を
な
く
す
こ
と
は

不
可
能
で
す
。
た
だ
、
世
界
中
の
人
が

平
和
の
た
め
に
行
動
を
起
こ
せ
ば
、
実

現
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
僕
は
、
広
島

で
感
じ
た
平
和
へ
の
思
い
を
伝
え
、
で

き
る
範
囲
か
ら
世
界
平
和
へ
の
一
歩
を

踏
み
出
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

●
烏
山
中
3
年　

島
﨑
月
海

　

原
爆
ド
ー
ム
を
見
て
、
広
島
に
落
と

さ
れ
た
原
爆
は
た
く
さ
ん
の
人
の
命
、

希
望
、
そ
し
て
夢
を
奪
っ
た
の
だ
と
思

い
ま
し
た
。
建
物
だ
け
で
も
伝
わ
っ
て

く
る
戦
争
の
生
々
し
さ
に
私
は
言
葉
が

出
ま
せ
ん
で
し
た
。
原
爆
に
よ
る
被
害
、

も
ち
ろ
ん
長
崎
で
あ
っ
た
被
害
も
忘
れ

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ

の
事
業
に
参
加
し
た
私
は
、
た
く
さ
ん

の
人
に
今
回
学
ん
だ
こ
と
や
感
じ
た
こ

と
を
伝
え
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
今
ま

で
以
上
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加

し
、
誰
か
の
支
え
に
な
れ
る
よ
う
、
立

派
な
大
人
に
な
り
た
い
で
す
。

し
か
流
通
し
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

た
く
さ
ん
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、

平
成　

年
3
月　

日
に
、「
市
農
林
水

29

23

産
特
産
物
認
証
制
度
」
第
1
号
と
し
て

認
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成　

年
30

4
月
1
日
か
ら
は
、
市
の
知
名
度
向
上

を
図
る
「
な
す
か
ら
ブ
ラ
ン
ド
」
と
し

て
認
証
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
味
が
安
定
し
て
い
て
、
山

あ
げ
会
館
や
興
野
直
売
所
な
ど
の
市
内

直
売
所
の
ほ
か
、
県
内
お
よ
び
埼
玉
県
、

群
馬
県
の
イ
オ
ン
各
店
で
8
月
の
末
ま

で
販
売
さ
れ
、
好
評
を
博
し
ま
し
た
。

　

農
村
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
（
村
上
良

子
会
長
）
で
は
、
8
月　

日
掌
、
烏
山

26

公
民
館
で
「
う
た
と
お
話
し
」
の
講
座

を
開
催
し
、　

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

35

　

講
座
で
は
、
山
田
ぶ
ん
ぶ
ん
さ
ん
に

よ
る
夏
の
歌
メ
ド
レ
ー
や
子
ど
も
と
真

剣
に
向
き
合
う
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い

て
の
話
し
が
さ
れ
た
ほ
か
、
小
松
宏
生

さ
ん
に
よ
る
、
幼
少
期
に
広
島
で
体
験

し
た
被
爆
に
つ
い
て
の
話
し
が
さ
れ
、

参
加
者
は
戦
争
の
恐
ろ
し
さ
を
再
確
認

し
ま
し
た
。

心
に
響
く
歌
と
原
爆
の
お
話
し

農
村
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
講
座

小松さんによる被爆体験のお話し。

式典会場で献花をする生徒。
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都
会
に
住
む
人
々
に
、
本
市
の
豊
か
な

自
然
を
満
喫
し
て
も
ら
お
う
と
、
市
と

荒
川
南
部
土
地
改
良
区（
久
郷
浩
代
表
）

で
は
、
8
月
4
日
松
、「
自
然
に
触
れ
よ

う　
い
な
か
川
遊
び
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

回
目
の
開
催
と
な
った
今
年
は
、
豊
島

13区
か
ら　

人
、
本
市
か
ら　

人
の
親
子

74

11

が
参
加
し
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
猿
久
保
田
ん
ぼ
で
の
カ
ブ

ト
ム
シ
採
集
や
ひ
ま
わ
り
の
迷
路
、
川

遊
び
、
ス
イ
カ
割
り
な
ど
様
々
な
体
験

が
行
わ
れ
、
田
舎
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

家
族
5
人
で
参
加
し
た
豊
島
区
の
小

自然に触れよう！！

いなか川遊び

学
4
年
の
西
村
彩
さ
ん
は
、「
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
や
じ
ゃ
が
い
も
を
た
く
さ

ん
収
穫
し
た
り
、
川
遊
び
を
し
た
り

と
、
普
段
で
き
な
い
自
然
と
の
ふ
れ

あ
い
が
で
き
と
て
も
楽
し
か
っ
た
」

と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
8
月　

日
晶
に
は
、「
一
日

10

豊
島
区
民
の
旅
」
が
開
催
さ
れ
、
市

内
の
親
子
連
れ　

人
が
バ
ス
で
豊
島

33

区
を
訪
れ
、
観
劇
「
ザ
・
ジ
ャ
イ
ア

ン
ト
ピ
ー
チ
」
の
鑑
賞
や
サ
ン
シ
ャ

イ
ン
水
族
館
の
見
学
な
ど
の
観
光
を

楽
し
み
ま
し
た
。

災
害
に
備
え
る

子
ど
も
防
災
講
座
と
地
域
防
災
力
向
上
研
修
会
を
開
催

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
8
月
8

日
昌
、
9
日
昭
、
子
ど
も
防
災
講
座
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

8
日
は
、
荒
川
学
童
ク
ラ
ブ
の
児
童

　

人
、
9
日
は
、
江
川
学
童
ク
ラ
ブ
の

63児
童　

人
が
参
加
し
、
防
災
に
関
す
る

45

知
識
を
深
め
ま
し
た
。

　

講
座
で
は
、
災
害
に
つ
い
て
の
解
説

が
実
際
の
写
真
な
ど
を
使
っ
て
行
わ
れ

た
ほ
か
、
避
難
所
の
体
験
と
し
て
段

ボ
ー
ル
の
間
仕
切
り
の
設
置
や
新
聞
紙

を
使
っ
た
ク
ッ
シ
ョ
ン
、
ス
リ
ッ
パ
作

り
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
日
赤
奉
仕

団
の
協
力
に
よ
り
、
ハ
イ
ゼ
ッ
ク
ス

（
高
密
度
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
）
の
袋
に
入

れ
て
作
ら
れ
た
非
常
食
の
豆
乳
プ
リ
ン

を
試
食
し
ま
し
た
。

　

江
川
小
6
年
の
山
口
美
紗
希
さ
ん

（
藤
田
）
は
、「
災
害
に
つ
い
て
の
話
を

聞
い
た
り
、
段
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
間
仕

切
り
や
新
聞
紙
を
使
っ
た
ク
ッ
シ
ョ
ン
、

ス
リ
ッ
パ
を
作
っ
た
り
し
て
防
災
の
知

識
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
避
難
所

の
体
験
で
は
、
思
っ
て
い
た
よ
り
も
一

人
分
の
ス
ペ
ー
ス
が
狭
く
驚
い
た
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

段
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
間
仕
切
り
を
作
る

子
ど
も
た
ち
。

！！

川遊びをする参加者。

子
ど
も
防
災
講
座

　

い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
自
然
災

害
に
対
し
て
、
地
域
住
民
一
人
ひ
と
り

が
備
え
、
行
政
や
社
協
な
ど
と
連
携
し

て
防
災
活
動
に
取
り
組
む
た
め
、
8
月

　

日　
、　

日
松
の
2
日
間
に
か
け
て

11

（土・祝）

25

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、
市
社
会
福
祉

協
議
会
に
よ
る
「
地
域
防
災
力
向
上
研

修
会
」
が
開
か
れ
、
延
べ　

人
が
参
加

50

し
ま
し
た
。

　

初
日
に
は
、
県
防
災
士
会
の
稲
葉
茂

理
事
長
を
講
師
に
、「
地
域
防
災
力
を

高
め
る
た
め
に
自
治
会
・
住
民
一
人
ひ

と
り
の
役
割
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
話

が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
日
光
市
大
沢
地
区

平
成
町
自
治
会
の
星
正
男
自
治
会
長
や

日
光
市
社
会
福
祉
協
議
会
今
泉
支
所
の

松
田
大
樹
さ
ん
に
よ
り
地
域
で
実
践
し

て
い
る
防
災
活
動
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
2
日
目
に
は
、
平
常
時
か

ら
自
分
た
ち
で
で
き
る
備
え
と
し
て
、

新
聞
紙
の
ス
リ
ッ
パ
や
段
ボ
ー
ル
の
ト

イ
レ
な
ど
防
災
グ
ッ
ズ
づ
く
り
を
し
た

ほ
か
、
ハ
イ
ゼ
ッ
ク
ス
を
使
っ
た
米
の

炊
き
出
し
体
験
な
ど
も
行
い
、
災
害
支

援
の
知
識
を
養
い
ま
し
た
。

　

初
め
て
研
修
会
に
参
加
し
た
笠
井
美

枝
子
さ
ん
（
三
箇
）
は
、「
防
災
グ
ッ
ズ

づ
く
り
も
身
近
に
あ
る
も
の
で
意
外
と

簡
単
に
で
き
た
の
で
、
ぜ
ひ
実
践
し
た

い
。
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
に
伝
え
、

互
い
に
支
え
合
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
良

い
と
思
う
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

地
域
防
災
力
向
上
研
修
会

子
ど
も
た
ち
が

自
由
研
究
で
ジ
オ
パ
ー
ク
を
学
ぶ

防
災
グ
ッ
ズ
づ
く
り
を
体
験
す
る
参
加
者
。
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県
と
県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推

進
セ
ン
タ
ー
で
は
、
8
月
3
日
晶
、

南
那
須
図
書
館
で
「 
C
O
O
L 

ク

ー

ル

C
H  
O
I
C
E

        

　

と
ち
ぎ　

ス
ス
メ

チ

ョ

イ

ス

隊
教
室
」
を
開
き
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
、
地
球
温
暖
化
に
つ

い
て
学
ぶ
こ
と
で
環
境
に
優
し
い
エ

コ
な
行
動
を
実
践
し
て
も
ら
お
う
と

今
年
初
め
て
県
内　

市
町
を
巡
回
し
、

25

開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
市
内
外
か
ら
親
子　

人
18

が
参
加
。
県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動

推
進
員
の
柳
場
美
枝
子
さ
ん
を
講
師

に
、
今
地
球
で
起
こ
っ
て
い
る
地
球

温
暖
化
の
影
響
や
温
暖
化
の
原
因
と
な

る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
へ
の
取

り
組
み
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
エ
コ
工
作
と
し
て
、
手
作
り
う
ち

わ
の
製
作
体
験
や
県
内
の
中
学
生
が
制

作
し
た
「
エ
コ
か
る
た
」
を
楽
し
み
な

が
ら
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
の
賢
い

選
択
を
親
子
で
学
び
ま
し
た
。

ク
ー
ル
チ
ョ
イ
ス
と
ち
ぎ
ス
ス
メ
隊
教
室

親
子
で
地
球
温
暖
化
を
考
え
る

うちわづくりに挑戦する親子。

　

市
で
は
、
水
中
で
運
動
を
す
る
こ
と

で
筋
力
や
基
礎
代
謝
力
ア
ッ
プ
に
つ
な

げ
、
女
性
ら
し
い
身
体
づ
く
り
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
こ
と
を
目
的
に
8
月
2
日

昭
か
ら　

日
昭
に
か
け
て
計
7
日
間
、

30

南
那
須
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
、
初

め
て
女
性
を
対
象
と
し
た
「 
Ａ
Ｑ
Ｕ
Ａ 

ア

ク

ア

 
Ｆ
Ｉ
Ｔ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｓ 
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

フ

ィ

ッ

ト

ネ

ス

　

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
に
は
、　

人
が
参
加

23

し
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
井
上
由
香

さ
ん
指
導
の
も
と
、
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
や

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
水
中
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
田
薫
さ
ん
（
田
野
倉
）
は
、「
那

須
烏
山
市
に
引
っ
越
し
て
き
て
、
市
の

こ
と
を
も
っ
と
知
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
参
加
し
た
。
普
段
は
、
運
転
を
す
る

こ
と
が
多
く
、
あ
ま
り
運
動
が
で
き
な

い
の
で
、
身
体
が
き
つ
い
け
れ
ど
、
楽

し
く
運
動
が
で
き
た
の
で
よ
か
っ
た
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

プ
ー
ル
で
楽
し
く
運
動
を
！

ア
ク
ア
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

水
中
で
の
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
。

　

市
で
は
、
8
月
4
日
松
、　

日
松

25

に
「
ジ
オ
パ
ー
ク
を
知
ろ
う
～
夏
休

み
の
自
由
研
究
編
～
」
を
開
催
し
、

親
子
延
べ　

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

21

　

4
日
は
、
南
那
須
公
民
館
で
市
文

化
振
興
課
学
芸
員
に
よ
り
、
ジ
オ
サ

イ
ト
の
1
つ
で
あ
り
、
今
年
、
築
城

6
0
0
年
を
迎
え
た
「
烏
山
城
」
の

歴
史
が
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
を
使
っ
て

分
か
り
や
す
く
説
明
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
自
分
た
ち
が
想
像
す

る
烏
山
城
を
実
際
に
描
き
ま
し
た
。

　
　

日
は
、
県
立
博
物
館
で
同
博
物

25
館
学
芸
員
の
河
野
重
範
さ
ん
に
よ
る

解
説
を
聞
き
な
が
ら
岩
石
・
鉱
物
・

化
石
の
展
示
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

ま
た
、
午
後
に
は
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
の

化
石
の
レ
プ
リ
カ
作
り
を
体
験
し
ま

し
た
。

自
分
が
想
像
す
る
烏
山
城
を
描
く
親
子
。

第88回

　那須家は、室町時代に 資  氏 の子の 資  之 と 資 
すけ うじ すけ ゆき すけ

 重 が対立し、上那須、下那須に分裂しました。
しげ

烏山城は、下那須家の資重（沢村五郎）によっ
て築城された山城です。那須家の系図は各地
にありますが、下那須家の菩提寺であった天
性寺にも、那須家の系図が残っています。こ
の資料は　巻からなり、作成時期は不明です2
が、　 巻は古代から 資  家 （稲沢五郎）、 資  継 ま

すけ いえ すけ つぐ

1
で、　 巻は資家以降を記載しています。写真2
は、扇の的で有名な那須與市（ 宗  隆 ）が記載

むね たか

されている箇所です。

市指定有形文化財（歴史資料）

那須系図（2巻）（南）
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と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、
八
ケ
平
・

中
山
・
平
野
も
、　

・　

点
で
4
位

84
25

と
、
優
秀
な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

3
位
の
成
績
を
収
め
た
藤
田
で

は
、
4
月
下
旬
か
ら
体
調
管
理
を

し
な
が
ら
平
日
の
早
朝
練
習
に
励

ん
だ
こ
と
で
今
回
そ
の
努
力
が
実

り
ま
し
た
。

　

藤
田
の
塩
田
一
幸
部
長
は
、

「
目
指
す
は
優
勝
だ
っ
た
の
で
、

悔
し
い
思
い
が
強
い
。
次
回
は
優

勝
で
き
る
よ
う
練
習
を
重
ね
て
い

き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

7
月　

日
松
、
栃
木
県
消
防
学

28

校
で
行
わ
れ
た
「
栃
木
県
消
防
操

法
大
会
」
の
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部

に
第
5
分
団
第
1
部
（
藤
田
）
が
、

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
に
第
4
分

団
第
3
部
（
八
ケ
平
・
中
山
・
平

野
）
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
県
内
の
強
豪
チ
ー

ム
が
集
ま
る
中
、
藤
田
が
総
合
得

点
1
8
0
・　

点
で
3
位
入
賞
を

75

果
た
し
ま
し
た
。市
と
し
て
は　
10

年
ぶ
り
、
6
回
連
続
で
出
場
し
て

い
る
藤
田
で
も
、
初
の
上
位
入
賞

藤
田
の
消
防
団
が

県
操
法
大
会
で
初
め
て
3
位
に
入
賞
！

3
位
に
入
賞
し
た
藤
田
の
み
な
さ
ん
。

古民家で民話を聞く子どもたち。

　

本
市
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
民
話

を
発
祥
の
地
で
語
り
、
聞
く
こ
と

で
歴
史
と
先
人
た
ち
の
思
い
を
参

加
者
と
と
も
に
考
え
よ
う
と
、
8

月　

日
捷
、
烏
山
語
り
の
会
（
大

20
喜
正
昭
会
長
）
に
よ
っ
て
初
め
て

小
学
生
を
対
象
と
し
た
「
民
話
の

里
巡
り
『
む
か
ー
し　

む
か
ー
し

　

あ
っ
た
と
さ
』」
が
開
か
れ
、　
25

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
龍
門
の
滝
や
太
平
寺
、

ほ
た
る
の
里
の
古
民
家
お
お
ぎ
す

な
ど
を
巡
り
、「
蛇
姫
様
」
や
「
龍

に
な
っ
た
お
人
形
」
な
ど
、
そ
の

地
に
ま
つ
わ
る
民
話
7
つ
が
同
会

の
会
員
に
よ
っ
て
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
初
め
て
参
加
し
た
烏
山
小

3
年
の
松
浦
陽
菜
さ
ん
（
旭
1
丁

目
）
と
渡
辺
南
奈
さ
ん
（
神
長
）

は
、「
初
め
て
民
話
の
語
り
を
聞

い
て
、
と
て
も
面
白
か
っ
た
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

同
会
で
は
、　

月　

日
掌
の

10

14

「
烏
山
城
築
城
6
0
0
年
記
念
イ

ベ
ン
ト
」、　

月　

日
掌
の
「
烏
山

11

18

語
り
の
会
第　

回
発
表
会
」
で
も

12

民
話
を
披
露
し
ま
す
。

小
学
生
が
民
話
の
里
を
め
ぐ
る

む
か
ー
し
む
か
ー
し
あ
っ
た
と
さ

庭
先
に
・
・
・

巨
大
な
○
○
○
を
発
見

　

上
境
の
小
口
武
雄
さ
ん
宅
の
庭
先

で
直
径
約　

セ
ン
チ
と
約　

セ
ン
チ

30

20

の
巨
大
な
「
オ
ニ
フ
ス
ベ
」
が
発
見

さ
れ
ま
し
た
。
オ
ニ
フ
ス
ベ
と
は
、

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
草
地
や
竹
や
ぶ

の
中
に
発
生
す
る
キ
ノ
コ
で
、
非
常

に
大
き
く
成
長
し
、
卵
型
や
ゴ
ル
フ

ボ
ー
ル
の
よ
う
な
球
型
を
し
て
い
る

も
の
で
す
。

　

小
口
さ
ん
は
、「
発
見
し
た
と
き

は
真
っ
白
で
ま
だ
小
さ
く
マ
ッ
シ
ュ

ル
ー
ム
の
よ
う
だ
っ
た
。
だ
ん
だ
ん

大
き
く
な
っ
て
い
っ
た
の
で
驚
い

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
!？

庭
先
で
発
見
さ
れ
た
直
径
約　

セ
ン
チ
の

30

オ
ニ
フ
ス
ベ
。
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手
作
り
し
た
約
1
2
0
個
の
灯
籠

の
展
示
も
行
わ
れ
、
祭
り
に
花
を

添
え
ま
し
た
。
夕
方
か
ら
は
、
突

然
の
豪
雨
に
よ
り
、
日
野
町
自
治

会
館
に
場
所
を
移
し
て
那
珂
川
町

出
身
の
高
野
恭
平
さ
ん
に
よ
る
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
祭
り
に
合
わ
せ
て
防

災
訓
練
も
行
わ
れ
、
水
消
火
器
や

煙
ハ
ウ
ス
な
ど
が
設
置
さ
れ
た
ほ

か
、
ス
テ
ー
ジ
上
で
は
、
A
E
D

　

8
月　

日　
、
商
売
繁
盛
な
ど

11

（土・祝）

を
願
っ
て
奉
ら
れ
た
八
天
宮
の
納

涼
祭
が
日
野
町
八
天
宮
納
涼
祭
実

行
委
員
会
（
黒
須
正
一
実
行
委
員

長
）
に
よ
っ
て
開
か
れ
、
約
3
4

0
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
流
し
そ
う
め
ん
や
か

き
氷
、
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
な
ど
の
模

擬
店
が
並
び
に
ぎ
わ
う
中
、
今
年

は
初
め
て
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
も
行

わ
れ
、
会
場
は
盛
り
上
が
り
を
み

せ
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
住
民
が

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
使
い

方
が
説
明
さ
れ
、
防
災
の
知
識
を
深

め
ま
し
た
。

　

8
月　

日　

、
横
枕
青
年
団

11

（土・祝）

（
生
魚
貴
宏
団
長
）
に
よ
る
「
第
8

回
横
枕
花
火
大
会
」
が
、
よ
こ
ま

く
ら
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
駐
車
場
で

開
か
れ
、
約
1
0
0
0
人
が
会
場

を
訪
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
愉
快
な
道
化
師
「
ク

ラ
ウ
ン
・
リ
オ
」に
よ
る
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
や
市
内
の
ダ
ン
ス
チ
ー
ム

「
R
o
u
g
h　

D
i
a
m
o
n

d
」
に
よ
る
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン

ス
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
の

ほ
か
、
毎
年
恒
例
の
浴
衣
コ
ン
テ

ス
ト
が
行
わ
れ
、
会
場
は
に
ぎ
わ

い
を
み
せ
ま
し
た
。
夕
方
か
ら
の

豪
雨
に
よ
り
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
や
、
メ
イ
ン
と
な
る
打
ち
上
げ

花
火
は　

日
掌
へ
延
期
と
な
り
ま

12

し
た
。

　
　

日
に
は
、
君
島
怜
奈
さ
ん
の

12
歌
謡
シ
ョ
ー
や
、
よ
し
も
と
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ
・
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

所
属
の
「
永
井
塁
」、「
上
原

チ
ョ
ー
」、「
ヨ
ッ
シ
ャ
比
留
間
」、

「
D
H
億
」、「
と
べ
ま
～
し
」
ら

の
友
情
出
演
で
お
笑
い
ス
テ
ー
ジ

が
行
わ
れ
、
会
場
を
盛
り
上
げ
ま

し
た
。
午
後
7
時
半
頃
か
ら
は
、

5
0
0
発
の
花
火
が
横
枕
の
山
間

に
打
ち
上
げ
ら
れ
、
夏
の
夜
空
を

彩
る
花
火
に
訪
れ
た
人
々
か
ら
は

歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

初
開
催
の
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
で
大
盛
り
上
が
り

日
野
町
八
天
宮
納
涼
祭

今年初めて行われたじゃんけん大会。

夏
の
夜
空
に
花
咲
く

第
8
回
横
枕
花
火
大
会

　

8
月　

日
掌
、
下
川
井
上
の
和

19

楽
館
で
、「
石
尊
神
社
祭
礼
」
が
行

わ
れ
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
約
1

0
0
人
が
み
こ
し
を
担
ぎ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
地
域
活
性
化
の
た
め

に
石
尊
神
社
（
和
久
勝
行
総
代
）

と
下
川
井
上
子
ど
も
育
成
会
（
菊

地
学
会
長
）
が
協
力
し
行
っ
て
い

る
も
の
で
す
。

　

過
去
に
は
担
ぎ
手
不
足
の
た
め

ト
ラ
ッ
ク
で
み
こ
し
の
巡
業
が
行
わ

子
ど
も
み
こ
し
が
ま
ち
を
練
り
歩
く

石
尊
神
社
祭
礼

れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今

年
は
、
大
人
み
こ
し
と
子
ど
も
み
こ

し
が
担
が
れ
た
ほ
か
、
子
ど
も
た
ち

に
よ
る
お 
囃  
子 
も
、
地
区
を
一
周

は
や 
し

し
、
災
厄
よ
け
を
行
い
ま
し
た
。

　

和
久
さ
ん
は
、「
毎
年
、
子
ど
も

た
ち
が
み
こ
し
を
担
ぐ
姿
を
見
て

元
気
を
も
ら
っ
て
い
る
。
今
後
も

明
る
い
地
域
づ
く
り
の
一
助
と
な

れ
れ
ば
い
い
と
考
え
て
い
る
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

元
気
い
っ
ぱ
い
に
み
こ
し
を
担
ぐ
子
ど
も

た
ち
。

花火を鑑賞する地域住民。

地域のなつまつり開かれる
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〇
8
月
も
あ
っ
と
い
う
間
に
過

ぎ
去
り
9
月
に
な
り
ま
し
た
。

だ
ん
だ
ん
秋
に
近
づ
い
て
き
ま

す
ね
。

〇
み
な
さ
ん
は
秋
と
い
え
ば
何
を
思
い
浮

か
べ
ま
す
か
？
？
紅
葉
、
読
書
、
芸
術
、
ブ

ド
ウ
、
梨
、
柿
…
今
年
は
食
べ
す
ぎ
に
は

注
意
し
た
い
で
す
。

〇
秋
と
い
え
ば
…
ま
だ
ま
だ
先
に
は
な
り

ま
す
が
、
私
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
が
1
番
に
思

い
つ
き
ま
す
。
お
店
な
ど
で
も
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
の
飾
り
付
け
を
し
て
い
て
秋
だ
な
ぁ
と

感
じ
ま
す
。
夢
の
国
の
イ
ベ
ン
ト
も
楽
し

み
の
1
つ
で
す
！
最
近
は
パ
レ
ー
ド
や

グ
ッ
ズ
、
フ
ー
ド
な
ど
の
情
報
を
集
め
る

日
々
が
続
い
て
い
ま
す
…
今
年
の
秋
は
何

回
行
け
る
か
な
？ 

〇
さ
て
、
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
先
日
来

年
の
手
帳
を
買
い
ま
し
た
！
新
し
い
手
帳

を
買
う
と
な
ん
だ
か
わ
く
わ
く
し
ま
す
。

　

月
始
ま
り
な
の
で
書
き
込
め
る
の
は
ま

12だ
ま
だ
先
な
の
で
す
が
、
今
年
も
た
く
さ

ん
予
定
を
書
き
込
み
た
い
で
す
。
手
帳
を

使
う
よ
う
に
な
っ
て
ま
だ
3
冊
目
で
す
が
、

手
帳
を
買
う
こ
と
が
毎
年
の
楽
し
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
名　
　
（
保
護
者
）
住　
  
所

山　

口　
　
　
 
櫂 （
和
宏
・
優
子
）旭
２
丁
目

か
い

斎　

藤　
 
文 　
 
稀 （
秀
人
・奈
津
生
）野　
　

上

ふ
づ 

き

小　

森　
 
海 　
 
里 （
雄
二
・
直
美
）下　
　

境

か
い 

り

中　

山　
 
凜 　
 
乃 （
純
貴
・
美
帆
）南
１
丁
目

り 

の

金　

澤　
 
翔 　
 
大 （
雅
樹
・
佳
澄
）南
大
和
久

し
ょ
う 

た

中　

山　
 
湊 　
 
斗 （
忠
士
・
清
美
）藤　
　

田

み
な 

と

青　

木　
 
一 　
 
花 （ 
豊 
・
奈
緒
）鴻
野
山

い
ち 

か

長　

山　
　
　
 
紬 （
光
伸
・玲
生
和
）大
木
須

つ
む
ぎ

小　

室　
 
心 　
 
禅 （
和
由
・ 
静 
）野　
　

上

し
ん 

ぜ
ん

深　

見　
 
日 　
 
聖 （
大
祐
・
友
麻
）三　
　

箇

ひ 

さ
と

※
こ
こ
で
は
、保
護
者
等
の
了
解
が
得
ら
れ
た
情

報
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

お
め
で
た

お
め
で
た

女
子
の
部
］▽
準
優
勝
：
菊
池
優
奈（
南
那
須
中
）

●
第　

回
那
須
烏
山
市
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

10

交
流
大
会（
7
月　

日
捷
～
8
月
2
日
昭
、烏
山
運
動
公

30

園
・
緑
地
運
動
公
園
）

▽
優
勝
：
荒
川
南　

▽
準
優
勝
：
志
鳥
ス
ワ

ン
ズ　

▽
第
3
位
：
八
ヶ
代
、三
箇

●
第
6
回
那
須
烏
山
市
山
あ
げ
カ
ッ
プ
野
球

大
会（
7
月
8
日
掌
、　

日
掌
、　

日
掌
、緑
地
運
動
公
園
、大

15

22

桶
運
動
公
園
）

▽
優
勝
：
烏
山
ヤ
ン
ガ
ー
ス　

▽
準
優
勝
：

烏
山
R
E
D
・
S
O
X　

▽
第
3
位
：
F
T
ク

ラ
ブ
、侍

●
第　

回
市
民
射
撃
大
会（
7
月　

日
掌
、那
須
国

13

15

際
射
撃
場
）

［
ト
ラ
ッ
プ
の
部
］▽
優
勝
：
大
輪
浩
之（
下
境
）

▽
準
優
勝
：
越
雲
文
男
（
旭
2
丁
目
）　

▽
第
3

位
：
阿
久
津
進（
南
2
丁
目
）　
［
ス
キ
ー
ト
の

部
］▽
優
勝
：
荒
井
健（
城
東
）　

▽
準
優
勝
：
鈴

木
叶（
野
上
）　

▽
第
3
位
：
神
長
文
雄（
滝
田
）

●
第　

回
南
那
須
地
区
少
年
剣
道
大
会
（
8
月

39

5
日
掌
、
那
須
烏
山
市
武
道
館
）

【
団
体
の
部
】［
4
年
生
以
下
の
部
］▽
優
勝
：
烏

山
剣
道
教
室　
［
5
年
生
以
上
の
部
］▽
優
勝
：

烏
山
剣
道
教
室　
▽
準
優
勝
：
宏
倫
剣
道

【
個
人
の
部
】［
小
学
2
年
生
以
下
の
部
］▽
優

勝
：
新
井
琢
仁（
烏
山
剣
道
教
室
）　
［
小
学
3
・
4

年
生
の
部
］▽
優
勝
：
笠
井
雄
斗（
烏
山
剣
道
教

室
）　

▽
準
優
勝
：
土
居
明
夫（
宏
倫
剣
道
）　

▽

第
3
位
：
髙
野
大
翔（
烏
山
剣
道
教
室
）、井
口
向

（
烏
山
剣
道
教
室
）　
［
小
学
5
・
6
年
生
の
部
］▽

優
勝
：
渡
邉
錬（
宏
倫
剣
道
）　

▽
準
優
勝
：
小
西

勇
太（
宏
倫
剣
道
）　

▽
第
3
位
：
髙
野
裕
翔（
烏
山

剣
道
教
室
）、小
森
咲
芽（
烏
山
剣
道
教
室
）　
［
中
学
生

男
子
の
部
］▽
優
勝
：
北
側
雄
大（
南
那
須
中
）　

▽
第
3
位
：
相
ヶ
瀬
快（
南
那
須
中
）　
［
中
学
生

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

ス
ポポ
ー
ツ
の
結
果

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

■
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

　

渡
辺
恵
美
子
様（
小
山
市
）、
小
笠
原
伸
一
様

（
香
川
県
観
音
寺
市
）、
野
木
浩
志
様（
神
奈
川
県
相
模

原
市
）、
村
田
安
広
様（
東
京
都
千
代
田
区
）、
新
井

大
輔
様（
東
京
都
北
区
）か
ら
1
万
円
、
石
川
浩

之
様（
東
京
都
大
田
区
）か
ら
1
万
5
千
円
、
河
内

司
様（
東
京
都
豊
島
区
）か
ら
2
万
円
、
匿
名
希
望

者
様　

人
か
ら
計　

万
円
が
本
市
に
寄
附

20

24

さ
れ
ま
し
た
。

ごご
寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　一般財団法人自治総
合センターの平成30年
度コミュニティ助成事
業（宝くじの助成）を
活用し、大桶下自治会
では自治会活動備品及
び物置を購入しました。
■まちづくり課　緯0287－83－1151

平成30年度
コミュニティ助成事業報告
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男
出生
転入

12,777 女
死亡
転出

13,033

人口 25,810（－22）

世帯数 9,394

35
30

13
30
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日経・ＴＥＣＨ
『るるぶにっぽんの博物館』
　　　　　　　ＪＴＢパブリッシング
『走り続ける力』　　　　　山中　伸弥
『樹海考』　　　　　　　　村田　らむ
『学校に行きたくない君へ』
　　　　　　　　　全国不登校新聞社
『図鑑日本の鳴く虫』　　奥山　風太郎
『東京の巨大地下網101の謎』
　　　　　　　　　　　　森岡　知範
『お多福来い来い』　　　　細川　貂々
『七〇歳年下の君たちへ』　五木　寛之
『文字渦』　　　　　　　　　円城　塔
『ふたりぐらし』　　　　　桜木　紫乃
『公園へ行かないか？火曜日に』
　　　　　　　　　　　　柴崎　友香

★児童図書★
『目でみる水面下の図鑑』  こどもくらぶ
『あやとりだいすき！』　福田　けい
『キミに会えてよかった』
　　たちまちクライマックス委員会
『古事記』　　　　　　　　斉藤　洋
『ローズさん』　　　　　澤井　美穂
『秘密基地のつくりかた教えます』
　　　　　　　　　　　那須　正幹
『行ったり来たり大通り』五味　太郎
『だんごたべたいおつきさま』
　　　　　　　　　すとう　あさえ
『いいまちがいちゃん』　　　のぶみ
『もうどう犬べぇべ』　　　セアまり
『ねこちゃんどうしたの？』
　　　　　　　　　ひだの　かな代
『ぼくの島にようこそ！』市川　里美
『わたしの森に』アーサー　ビナード

俳　

句

水
野　

信
一　

選

芸
コ
ー
ナ
ー

芸
コ
ー
ナ
ー

文
芸
コ
ー
ナ
ー

文
芸
コ
ー
ナ
ー

 
仙
人
掌 

さ

ぼ

て

ん

の
葉
肉 
萎 
れ
る
昼
日
中

し
を

西
森　

一
雄（
南
大
和
久
）

夏
や
せ
を
知
ら
ぬ
わ
が
身
を
悩
み
け
り

小
針　

久
子（
月　

次
）

ま
ど
ろ
む
や
耳
を
つ
ん
ざ
く
蝉
の
声

塩
坂
美
枝
子（
南
大
和
久
）

蛇
姫
の
墓
む
し
む
し
と
秋
暑
し柳　

つ
し
ま（
中　

央
）

川　

柳

篠
崎　

酔
月　

選

恵
ま
れ
た
地
の
利
に
感
謝
水
資
源

小
川　

昌
子（
向　

田
）

梅
干
し
と
聞
い
た
途
端
に
で
る
唾
液

石
川
由
美
子（
興　

野
）

掘
り
出
し
物
見
つ
け
浮
き
た
つ
特
売
日

五
月
女
佳
子（
谷
浅
見
）

確
約
を
何
度
か
破
り
煙
草
や
め

樋
山　

隆（
向　

田
）

短　

歌

福
澤　

悦
子　

選

こ
の
壁
に
こ
の
柱
に
と
跡
を
な
で 
空 
の
生
家
に
夫
は

か
ら

た
た
ず
む　
　
　
　
　
　
　

古
内　

晴
代（
金　

井
）

米
は
皆
供
出
し
わ
ず
か
の
配
給
に
て
家
を
支
え
し
母

の
苦
労
よ　
　
　
　
　
　
　

水
上
キ
ヨ
子（
志　

鳥
）

日
に
三
度
食
事
を
夫
の
床
に
は
こ
ぶ
好
き
き
ら
い
な

し
の
幸
せ
者
に　
　
　
　
　

平
野
フ
ミ
子（
向　

田
）

疎
開
当
時
の
一
年
生
が
寮
母
だ
っ
た
私
に
元
気
か
と

電
話
く
れ
た
り　
　
　
　
　

川
手　

ト
ヨ（
金　

井
）

作品
募集

毎
月　

日
ま
で
に
、総
合
政
策
課
広
報
広
聴
グ
ル
ー
プ

１０

（
〒
３
２
１−

０
６
９
２
那
須
烏
山
市
中
央
１
丁
目

１
番
１
号
）あ
て
、郵
送
で
作
品
を
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

文芸コーナーに投句してみませんか？
　「広報なすからすやま」では、文芸コー
ナーで、「俳句」「川柳」「短歌」を募集し
ています。
　本市に住所がある人であれば、年齢や性
別を問わずどなたでも応募していただけます。ただ
し、未発表作品に限ります。
　応募方法は、上記の文芸コーナー「作品募集」をご
覧ください。
■総合政策課広報広聴グループ　緯0287－83－1112

　　広告掲載募集中
　市では、「広報お知らせ版」・「広報なすからす
やま」・「市ホームページ」の有料広告を募集して
います。
　掲載基準等詳細は、市ホームページで確認す
るか、下記あて問い合わせください。
■総合政策課広報広聴グループ　緯0287－83－1112
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那
須
烏
山
市
中
央
1
丁
目
1
番
1
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編
集　

那
須
烏
山
市
総
合
政
策
課

緯
0
2
8
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1
1
1
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知事と語ろう！ とちぎ元気フォーラムin烏山高校

17

〜
築
城
6
0
0
年
記
念
烏
山
城
特
集
〜

　

前
号
に
引
き
続
き
、
烏
山

城
の
関
連
文
化
財
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
、 
大  
久  
保  
常  
春  
公  
木 

お
お 
く 

ぼ 
つ
ね 
は
る 
こ
う 
も
く

 
像 
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

ぞ
う烏

山
城
主
大
久
保
常
春
は
、

8
代
将
軍
徳
川
吉
宗
に
よ
っ

て
老
中
加
判
の
列
に
加
え
ら

れ
ま
し
た
が
、
享
保　

年
13

紹
介
し
ま
す
。
烏
山
城
主
大
久
保
忠

成
の
治
世
か
ら
殖
産
の
一
環
と
し
て

新
田
開
発
の
た
め
の 
隧  
道 
工
事
が
進

ず
い 
ど
う

め
ら
れ
、
文
政
9
年
（
1
8
2
6
）

6
月
完
成
。
約　
　

の
水
田
が
開
か

40
ha

れ
、
数
軒
の
水
車
屋
も
開
業
し
、
藩

財
政
を
少
な
か
ら
ず
と
も
潤
す
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
碑
は
隧
道
出
口
に

建
て
ら
れ
、
碑
文
と
書
は
忠
成
に
よ

　　月　日昌、烏山高校を会場に「知事と語ろう！と8 1
ちぎ元気フォーラムin烏山高校」が行われました。
　学校紹介では、同校独自の取り組みである地域課題
解決型キャリア教育「烏山学」について紹介しました。
福田富一知事からは、「地域の課題を理解することを
とおして、地域の良さに気付き、発信していくことが
できるようになってほしい」と感想が述べられました。
　その後、「栃木の発展と僕らの発県」をテーマに、意
見交換が行われ、知事の仕事に関する質問や、栃木県
の抱える課題である晩婚化、少子高齢化、栃木県の魅
力を発信するための政策に関する質問など、高校生の
目から見た栃木県について話し合いが行われました。
　最後に、福田知事から「地域に誇りをもって、地域の魅力について話せるようになってほしい」という話があ
り、生徒たちは那須烏山市について改めて考える良い機会になりました。

生 徒 の 　　年　矢野佑亮さん（金井）2
　フォーラムに参加し、「二年後に迫った東京オリンピックについて、県ではどのような取り組みを考えているか」を
質問しました。その際に、「栃木県は関東で最初に聖火リレーを行う県であり、県外や海外の人から注目が集まる良い
機会であるため、栃木の各地域の文化を楽しんでもらい、良さに気付いてもらえるように働きかけていきたい」とい
う話がありました。他の地域の人から良さに気付いてもらうためには、まずは自分たちが良さに気付いていなければ
ならないと思い、「那須烏山市の良さとは何か」ということについて改めて考えるきっかけになりました。本市には
「山あげ祭」などがあるため、そういった機会に発信していき、知名度を向上させていくことが大切だと感じました。

（
1
7
2
8
）
9
月
8
日
、
現
職
の

ま
ま
江
戸
藩
邸
に
て　

歳
で
病
没
し

54

ま
し
た
。
吉
宗
は
常
春
の
死
を
悼
み
、

衣
冠
束
帯
の
木
像
と
宮
殿
を
作
ら
せ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
明
治　

年
12

（
1
8
7
9
）　

月
、
旧
三
の
丸
の

10

一
角
に
寿
亀
山
神
社
を
創
建
し
、
御

神
体
と
し
て 
奉  
祀 
し
ま
し
た
。

ほ
う 
し

　

次
に
、 
耕  
便  
門 
の
碑
に
つ
い
て
ご

こ
う 
べ
ん 
も
ん

る
も
の
で
す
。

　

今
号
で
、
6
号
連
続
で
お

届
け
し
た
烏
山
城
特
集
が
終

了
し
ま
す
。
ご
覧
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

次
号
か
ら
は
ま
た
ジ
オ
パ
ー

ク
関
連
を
中
心
に
ご
紹
介
し

ま
す
。


